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歴
史
の
研
究
に
は
、
は
じ
め
か

ら
決
ま
っ
た
構
想
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。
着
想
と
か
方
法
論
と

い
っ
た
も
の
は
、
資
料
の
収
集
や

解
読
を
積
み
重
ね
る
う
ち
に
い
つ

し
か
形
づ
く
ら
れ
て
く
る
も
の
で

あ
っ
て
、
は
じ
め
に
構
想
あ
り
き

で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。

　

�
流
域
文
化
論
�
と
い
う
見
方

も
、
そ
の
よ
う
な
作
業
の
積
み
重

ね
の
う
ち
に
自
ず
か
ら
形
成
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
も
分

野
・
時
代
を
と
わ
ず
史
学
科
や
経

済
学
部
の
か
な
り
多
く
の
研
究
者

が
共
通
し
て
こ
の
見
方
を
も
つ
に

至
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
見

方
が
歴
史
研
究
の
す
べ
て
の
分
野

に
通
ず
る
高
い
有
効
性
を
も
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
し
、
そ
し
て
個
々
の
研
究
者
の

長
年
の
収
集
や
解
読
の
作
業
が
、

ま
ち
が
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
文
部
科
学
省
オ
ー
プ
ン
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
へ
の

応
募
は
、
研
究
活
動
の
こ
の
よ
う

な
蓄
積
と
現
実
を
ふ
ま
え
て
実
行

に
移
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が

採
択
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ

の
見
方
に
も
と
づ
く
研
究
構
想
が

正
し
い
も
の
と
し
て
公
認
さ
れ
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

　

「
�
長
江
流
域
の
民
族
と
文

ル
川
流
域
を
取
り
上
げ
た
の
は
、

文
化
の
相
互
影
響
な
ど
に
見
ら
れ

る
民
族
の
融
合
と
国
家
の
対
立
な

ど
に
見
ら
れ
る
民
族
の
相
克
の
対

比
、
あ
る
い
は
古
代
〜
中
世
に
お

け
る
国
際
河
川
と
近
世
〜
現
代
に

れ
以
後
の
河
川
漁
業
の
対
比
、
と

い
っ
た
見
込
み
を
こ
め
て
つ
け
た

も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
研
究
成
果
の
公
開
の
場

と
し
て
、
五
カ
年
に
わ
た
っ
て
次

の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
座

を
予
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
も
構
想
の
意
図

が
反
映
さ
れ
て
い
る
。「
モ
ン
ゴ

ル
の
過
去
と
現
在
」「
発
掘
・
調

査
と
保
存
・
研
究
」「
出
土
文
物

と
流
域
文
化
研
究
」「
水
運
と
漁

業
」「
古
代
中
国
史
に
お
け
る
南

北
問
題
と
東
西
問
題
」「
国
際
河

川
と
民
族
」
な
ど
。
つ
ま
り
、
個

別
河
川
の
個
別
分
野
の
研
究
に
い

き
な
り
踏
み
込
ん
で
い
く
の
で
は

な
く
、
資
料
論
・
比
較
論
な
ど
の

問
題
を
、
お
お
げ
さ
に
い
え
ば

ユ
ー
ラ
シ
ア
史
研
究
・
ア
ジ
ア
史

研
究
と
い
っ
た
大
き
な
視
野
か
ら

整
理
し
つ
つ
、
そ
れ
と
の
関
連
の

な
か
で
個
別
の
研
究
を
進
め
た
い

と
思
う
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
、

『
古
代
長
江
流
域
の
民
族
と
文

化
』
『
民
族
の
試
練
―
ア
ム
ー
ル

川
流
域
の
人
々
』『
北
日
本
河
川

史
の
研
究
』
と
い
う
報
告
書
を
公

表
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
単
な
る

個
別
研
究
の
羅
列
で
は
な
い
、
ど

の
分
野
の
研
究
に
も
貢
献
す
る
こ

と
の
で
き
る
、
歴
史
研
究
の
あ
る

べ
き
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
提
示
で
き

る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

　

学
内
一
三
名
（
史
学
科
・
経
済

学
部
）
・
学
外
七
名
（
京
大
・
名

大
・
早
大
・
一
橋
大
・
東
北
大
・

北
教
大
）
の
メ
ン
バ
ー
は
す
で
に

研
究
活
動
を
開
始
し
て
い
る
し
、

ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
を
は
じ
め
多
数

の
大
学
院
生
を
作
業
員
と
す
る
、

関
連
資
料
の
網
羅
的
な
デ
ジ
タ
ル

化
と
相
互
連
関
的
な
検
索
シ
ス
テ

ム
の
構
築
も
は
じ
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
の
作
業
に
つ
い
て
は
、

大
学
当
局
の
格
別
の
援
助
に
よ
っ

て
購
入
し
た
大
型
の
デ
ジ
タ
ル
化

シ
ス
テ
ム
が
、
そ
の
機
能
を
十
分

に
発
揮
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

く
り
か
え
し
に
な
る
が
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
試
み
ら
れ
る
研

究
方
法
は
、
各
メ
ン
バ
ー
が
過
去

の
研
究
の
積
み
重
ね
の
な
か
で
、

い
つ
と
は
な
し
に
共
通
の
も
の
と

し
て
獲
得
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

文
化
学
や
社
会
学
や
経
済
学
の
十

分
な
理
論
的
議
論
を
へ
て
形
成
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
意
味

に
お
い
て
は
、
素
人
っ
ぽ
さ
を
笑

わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
し
か

し
、
そ
こ
に
こ
そ
一
つ
の
自
負
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
実

施
さ
れ
る
作
業
は
、
こ
ち
た
し
理

論
の
は
て
し
な
い
議
論
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
相
変
わ
ら
ぬ
資
料
の

収
集
と
解
読
の
繰
り
返
し
で
あ
り
、

五
カ
年
の
の
ち
に
、
そ
の
自
然
な

帰
着
と
し
て
、
今
回
の
構
想
を
超

え
た
新
し
い
構
想
が
生
ま
れ
出
て

い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
歴
史
研
究
の
醍
醐
味

で
あ
る
。
�
千
里
の
目
を
窮
め
ん

と
欲
し
て
さ
ら
に
上
る
一
層
の

楼
�
と
は
い
う
が
、
楼
層
が
高
け

れ
ば
高
い
ほ
ど
、
風
も
強
く
緊
張

感
も
大
き
く
、
支
え
な
く
し
て
は

階
段
を
上
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

教
職
員
学
生
を
は
じ
め
、
関
係
各

位
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
切
に
お

願
い
し
た
い
と
思
う
。

化
」・「
�
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の
民

族
と
国
家
」・「
�
北
日
本
の
河
川

―
流
通
と
生
業
―
」
と
い
う
三
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
課
題
名
に
、
ま
ず

構
想
の
意
図
が
集
約
的
に
反
映
さ

れ
て
い
る
。
長
江
流
域
と
ア
ム
ー

お
け
る
国
際
河
川
の
対
比
、
と

い
っ
た
構
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
し
、
東
ア
ジ
ア
の
大
河
川
と
北

日
本
の
河
川
を
取
り
上
げ
た
の
は
、

王
朝
国
家
規
模
の
経
済
と
地
域
的

経
済
と
の
対
比
、
近
代
化
が
き
わ

め
て
緩
慢
で
あ
っ
た
流
域
社
会
と

そ
れ
が
き
わ
め
て
急
激
で
あ
っ
た

流
域
社
会
の
対
比
、
と
い
っ
た
構

想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た

「
流
通
と
生
業
」
と
い
う
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
は
、
古
代
〜
中
世
に
お
け

る
文
化
的
交
流
と
近
世
〜
現
代
に

お
け
る
経
済
的
交
流
の
対
比
、
近

代
産
業
化
以
前
の
河
川
漁
業
と
そ

　

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
民
主
主
義
と

訳
せ
な
か
っ
た
時
代
が
あ
る
。
第

二
次
世
界
大
戦
で
日
本
が
敗
れ
る

以
前
の
天
皇
主
権
の
大
日
本
帝
国

憲
法
の
も
と
で
は
、
主
権
在
民
を

意
味
す
る
民
主
主
義
は
禁
句
で

あ
っ
た
。
宮
城
県
志
田
郡
古
川
町

（
現
古
川
市
）
出
身
の
政
治
学
者

吉
野
作
造
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
民

本
主
義
と
訳
し
て
、
民
衆
の
政
治

参
加
を
主
張
す
る
が
、
そ
こ
に
は

政
治
の
目
的
は
民
衆
の
福
利
に
あ

り
、
政
策
決
定
は
民
衆
の
意
向
に

よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
考
え

が
根
底
に
あ
っ
た
。
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
時
代
は
、
こ
の
よ
う
な

考
え
方
が
台
頭
し
た
時
期
で
、
一

九
一
二
年
の
第
一
次
、
一
九
二
三

年
の
第
二
次
の
護
憲
運
動
を
経
て
、

一
九
二
五
年
に
普
通
選
挙
法
の
成

立
を
み
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の

時
期
に
本
学
は
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
思
潮
を
キ
リ
ス
ト
教
精
神

に
基
づ
き
発
信
す
る
重
要
な
拠
点

の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
を
た

ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
に
お
け

る
民
主
主
義
の
受
容
と
展
開
の
一

局
面
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

　

本
学
で
は
さ
き
に
『
島
崎
藤
村

と
東
北
学
院
』
と
題
し
て
、
本
学

創
立
期
の
事
跡
を
明
ら
か
に
す
る

事
業
を
行
っ
た
が
、
二
〇
〇
六
年

に
創
立
一
二
〇
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
、
そ
の
事
業
の
一
環
と

し
て
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
東

北
学
院
』
と
題
し
、
当
時
の
Ｏ
Ｂ

た
ち
の
社
会
的
活
動
を
明
ら
か
に

す
る
調
査
委
員
会
を
本
年
度
か
ら

発
足
さ
せ
、
具
体
的
な
資
料
採
訪

に
着
手
し
て
い
る
。

　

手
始
め
に
、
本
学
の
理
事
長
を

一
九
四
四
年
六
月
一
日
か
ら
四
七

年
七
月
二
五
日
ま
で
（
第
五
代
）

と
一
九
六
二
年
四
月
六
日
か
ら
六

四
年
一
〇
月
一
一
日
の
長
逝
の
日

ま
で
（
第
七
代
）
務
め
た
杉
山
元

治
郎
に
つ
い
て
の
調
査
に
取
り
か

か
っ
て
い
る
。
一
九
四
二
年
二
月

一
五
日
か
ら
四
八
年
五
月
一
〇
日

の
公
職
追
放
ま
で
と
一
九
五
一
年

四
月
三
〇
日
か
ら
六
三
年
一
一
月

二
一
日
の
落
選
ま
で
衆
議
院
議
員

と
な
り
、
一
九
五
五
年
三
月
一
八

日
に
衆
議
院
副
議
長
に
就
任
し
た

杉
山
の
党
籍
は
、
戦
前
は
無
産
政

党
、
戦
後
は
日
本
社
会
党
で
あ
っ

た
。
こ
の
杉
山
は
、
本
学
神
学
部

を
一
九
〇
九
年
三
月
二
九
日
に
卒

業
し
た
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
。

　

杉
山
は
、
一
八
八
五
年
一
一
月

一
八
日
に
大
阪
府
日
根
郡
下
瓦
屋

村
（
現
泉
佐
野
市
）
に
生
ま
れ
る

が
、
大
阪
府
立
農
学
校
に
在
学
中

の
一
九
〇
二
年
に
洗
礼
を
受
け
、

同
校
卒
業
後
、
和
歌
山
県
農
会
に

技
手
兼
書
記
と
し
て
勤
務
す
る
。

し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
に
努

め
る
気
持
を
も
だ
し
難
く
、
一
九

〇
六
年
四
月
に
本
学
神
学
部
別
科

に
入
学
し
、
当
時
の
院
長
シ
ュ

ネ
ー
ダ
ー
の
薫
育
を
受
け
る
。

　

一
九
〇
九
年
三
月
、
本
学
卒
業

後
、
仙
台
市
内
の
東
六
番
丁
教
会

牧
師
と
な
る
も
、
健
康
を
害
し
、

一
時
、
静
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

が
、
一
〇
年
七
月
一
七
日
に
福
島

県
相
馬
郡
小
高
町
の
小
高
教
会
の

牧
師
と
し
て
赴
任
す
る
。
小
高
教

会
は
信
者
の
数
も
少
な
い
、
小
さ

な
教
会
で
、
先
輩
の
沖
野
岩
三
郎

を
し
て
、
杉
山
は
月
給
一
円
五
十

銭
の
牧
師
で
あ
る
、
と
い
わ
し
め

て
い
る
。
信
者
の
数
は
な
か
な
か

増
え
な
か
っ
た
が
、
杉
山
の
も
と

に
は
杉
山
が
農
学
校
時
代
に
学
ん

だ
農
業
技
術
の
教
え
を
乞
い
に
来

る
農
民
が
集
ま
っ
た
。
「
耶
蘇
の

話
は
ぜ
え
か
ら
、
是
非
、
農
業
の

話
を
し
て
く
ん
な
れ
」
と
い
う
農

民
の
願
い
に
杉
山
は
快
く
応
じ
た
。

折
か
ら
一
九
〇
三
年
に
農
商
務
省

が
系
統
農
会
を
通
じ
て
打
ち
出
し

た
農
事
改
良
が
相
馬
地
方
に
も

入
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
農
民
か
ら

見
れ
ば
、
手
の
届
き
そ
う
も
な
い

ハ
イ
テ
ク
技
術
を
要
し
、
杉
山
は

み
ず
か
ら
学
ん
で
い
た
知
識
を
惜

し
み
な
く
農
民
に
伝
授
し
た
。
耕

地
整
理
の
進
捗
と
と
も
に
導
入
さ

れ
た
牛
馬
耕
用
の
犁
が
買
え
な
い

農
民
た
ち
に
「
杉
山
式
互
用
犁
」

を
発
明
し
て
特
許
を
と
り
、
そ
れ

を
�
村
の
鍛
冶
屋
�
に
製
造
さ
せ
、

実
費
で
農
民
た
ち
に
他
の
市
販
品

よ
り
安
く
提
供
し
た
。
ま
た
、
刈

敷
や
堆
肥
に
か
わ
る
も
の
と
し
て

化
学
肥
料
が
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
き
、
そ
の
効
能
に
関
す
る

知
識
も
農
民
に
伝
授
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
杉
山
は
訪

れ
る
農
民
の
な
か
に
地
主
・
自

作
・
小
作
と
い
う
階
層
が
あ
り
、

そ
の
間
の
対
立
が
拭
い
難
い
こ
と

を
知
る
。
そ
の
と
き
杉
山
は
、
断

然
、
小
作
の
側
に
立
つ
こ
と
を
決

意
し
、
賀
川
豊
彦
と
と
も
に
土
地

と
自
由
の
た
め
に
日
本
農
民
組
合

設
立
を
推
進
し
、
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
実
践
的
体
現
者
と
な
る
。

　

第
五
十
四
回
東
北
地
区
大
学
総

合
体
育
大
会
が
、
六
月
十
三
日
か

ら
七
月
一
日
ま
で
秋
田
大
学
の
主

管
で
実
施
さ
れ
、
総
合
成
績
で
男

子
が
二
年
連
続
総
合
優
勝
を
果
た

し
た
が
、
女
子
は
惜
し
く
も
準
優

勝
と
二
年
連
続
の
ア
ベ
ッ
ク
総
合

優
勝
を
逃
し
た
。

　

大
会
に
は
東
北
地
区
四
十
八
大

学
か
ら
六
千
九
十
三
人
の
選
手
が

出
場
し
、
本
学
か
ら
も
三
百
八
人

が
参
加
し
た
。
学
校
対
抗
で
男
女

総
合
で
二
連
覇
を
ね
ら
う
本
学
は
、

男
子
の
部
で
参
加
十
六
種
目
中
二

種
目
の
優
勝
と
苦
戦
が
続
く
も
、

二
位
、
三
位
種
目
で
確
実
に
ポ
イ

ン
ト
を
上
げ
、
二
年
連
続
四
十
回

目
の
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

一
方
、
女
子
も
参
加
九
種
目
中

三
種
目
で
優
勝
し
た
も
の
の
、
二

位
種
目
を
加
え
て
も
わ
ず
か
に
及

ば
ず
準
優
勝
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

種
目
別
の
成
績
は
は
次
の
通
り
。

◇
男
子
の
部　

▽
優
勝
＝
剣
道

（
３
年
連
続　

度
目
）、
サ
ッ
カ
ー

２５

（
４
年
ぶ
り　

度
目
）
▽
２
位
＝

２１

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
▽
３
位
＝
水
泳
、
硬
式
野
球
、

準
硬
式
野
球
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、

卓
球
、
弓
道
、
体
操

◇
女
子
の
部　

▽
優
勝
＝
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
（
２
年
連
続　

度
目
）、
バ

１３

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（　

年
連
続　

１３

１８

度
目
）、
剣
道
（
３
年
連
続
８
度
目
）

▽
２
位
＝
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

弓
道

第　

回
東
北
地
区
大
学
総
体

５４
男
子
は
総
合
二
連
覇
達
成

第
５
回
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大
会

高
橋
富
士
男（
職
員
）さ
ん
が
優
勝

　

六
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
八
日

に
か
け
て
、
第
五
回
世
界
マ
ス

タ
ー
ズ
柔
道
選
手
権
大
会
（
会

場：

東
京
・
講
道
館
）
が
開
催
さ

れ
、
三
十
歳
か
ら
八
十
歳
ま
で
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
柔
道
を
愛
好

す
る
総
勢
九
百
三
人
の
参
加
者
が

世
界
三
十
八
カ
国
か
ら
集
っ
た
。

　

百
�
以
下
級
（
五
十
五
歳
か
ら

ど
屈
指
の
強
豪
が
揃
う
な
か
、
初

戦
の
一
本
勝
ち
で
波
に
乗
り
、
連

続
三
試
合
一
本
勝
ち
を
含
む
四
試

合
を
全
勝
で
飾
り
見
事
優
勝
を
果

た
し
た
。
高
橋
さ
ん
は
「
二
十
五

年
ぶ
り
の
公
式
戦
で
緊
張
し
た
」

と
試
合
を
振
り
返
っ
た
が
、
早
く

も
次
回
開
催
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
の
連
覇
に
期
待
が
か
か
る
。

五
十
九
歳
の
部
）
に
出
場
し
た
本

学
職
員
の
高
橋
富
士
男
さ
ん
（
多

賀
城
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
長
補
佐
・

写
真
中
央
）が
見
事
優
勝
し
、
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

　

試
合
は
リ
ー
グ
戦
形
式
で
行
わ

れ
、
同
階
級
は
参
加
者
五
人
と
少

な
か
っ
た
も
の
の
、
オ
ラ
ン
ダ
世

界
大
会
代
表
や
ア
メ
リ
カ
代
表
な

日
時　
　

月　

日
〜　

日
に
５
回

１０

１４

２８

開
講
。
午
後
６
時
〜
８
時
。

会
場　

土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス
５
号
館

５
階
第
一
会
議
室
。

受
講　

先
着　

人
。
ど
な
た
で
も

６０

歓
迎
。
受
講
料
は
千
円
。

申
込
先　

所
定
の
申
込
書
で
キ
リ

ス
ト
教
文
化
研
究
所
（
仙
台
市
青

葉
区
土
樋
一
丁
目
３
の
１
�
０
２

２
―
２
６
４
―
６
４
０
１
）。
当

日
も
受
付
け
ま
す
。

講
義　
　

月　

日
「
キ
リ
ス
ト
教

１０

１４

は
『
敵
を
作
る
宗
教
』
か
？－

『
問
い
』
と
し
て
の
環
境
考
古
学

－

」
佐
々
木
勝
彦
教
授
、　

月
１０

　

日
「
乱
れ
と
摂
理
」
長
島
慎
二

１７助
教
授
、　

月　

日
「
ス
チ
ュ

１０

２１

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
」
保
坂
和
男
教
授
、

　

月　

日
「
母
国
語
聖
書
の
始
ま

１０

２４

り：

テ
ィ
ン
ダ
ー
ル
英
訳
（
１
５

２
２
）、
ル
タ
ー
独
訳
（
１
５
３

４
）、
オ
リ
ヴ
ェ
ッ
タ
ン
仏
訳

（
１
５
３
５
）」
野
村
信
助
教
授
、

　

月　

日
「
申
命
記
の
教
育
思

１０

２８

想
」
原
口
尚
彰
教
授
。

２
０
０
３
Ｗ
・
Ｓ
・
Ｂ
・
Ｒ

総
合
二
連
覇
な
ら
ず
�

�

�

�

�

����������

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成
十
五
年
度
の
大
学
後
期

学
生
納
付
金
の
納
入
期
限
は
十

月
十
五
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
納
付
金
払
い
込
み
用
紙
は

す
で
に
保
護
者
宛
に
郵
送
し
て

い
ま
す
の
で
、最
寄
り
の
銀
行

に
て
払
い
込
ん
で
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
会
計
課

（
�
０
２
２
―
２
６
４
―
６
４

４
１
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
後
期
学
納
金

納
入
期
限
は　

月　

日

　

北
陸
支
部
は
福
井
県
、石
川
県
、

富
山
県
の
三
県
に
在
住
す
る
同
窓

生
が
一
年
に
一
度
集
ま
る
会
で
、

こ
の
北
陸
三
県
に
は
名
簿
上
百
十

人
ほ
ど
同
窓
生
が
い
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、集
ま
っ
て
く
る

同
窓
生
は
、十
人
か
ら
二
十
人
の

間
で
、福
井
、石
川
、富
山
と
集
合

場
所
を
変
え
て
同
窓
会
を
開
い
て

い
る
。中
で
も
石
川
開
催
が
一
番

多
く
な
る
よ
う
に
組
ま
れ
て
お
り
、

毎
年
、こ
の
同
窓
会
を
楽
し
み
に

参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。

　

今
年
は
六
月
二
十
八
日
に
石
川

県
の
金
沢
で
、母
校
よ
り
お
二
人

の
方
を
お
迎
え
し
同
窓
会
を
行
っ

た
。会
で
は
、伊
藤
忠
栄
工
学
部
教

授
が
東
北
学
院
の
新
し
く
で
き
る

高
校
の
校
舎
の
こ
と
や
大
学
の
近

況
報
告
を
お
話
下
さ
り
、続
い
て

関
寛
総
主
事
に
は
現
在
の
同
窓
会

の
働
き
、百
周
年
記
念
の
行
事
に

つ
い
て
も
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

全
員
で
十
二
人
の
小
さ
な
集
ま
り

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、そ
れ
ぞ
れ

の
近
況
や
学
生
時
代
の
話
な
ど
を

語
り
合
い
な
が
ら
楽
し
い
時
を
す

ご
し
た
。来
年
は
富
山
に
場
所
を

移
し
て
同
窓
会
を
開
く
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

〈
支
部
長　

朝
倉　

秀
之
〉
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���
���
���
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���
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東
北
学
院
の
歴
史
と
先
人
た
ち

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
東
北
学
院

経
済
学
部
教
授　

岩
本　

由
輝

中
鉢
憲
賢
教
授
に

応
用
物
理
学
会
功
労
証

総
合
準
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

例
年
、
車
両
製
作
お
よ
び
保

守
・
点
検
等
は
本
学
工
学
部
エ
コ

ノ
パ
ワ
ー
研
究
会
が
実
施
し
て
い

る
が
、
競
技
開
催
日
程
が
定
期
試

験
期
間
中
の
た
め
、
今
年
も
Ｏ
Ｂ

会
で
あ
る
ラ
グ
タ
イ
ム
ス
仙
台
が

サ
ポ
ー
ト
を
担
当
し
、
試
験
日
程

の
異
な
る
文
系
学
部
の
学
生
諸
君

に
よ
る
有
志
の
ラ
イ
ダ
ー
に
松
岡

大
介
君
（
法
３
）
と
高
橋
辰
徳
君

（
経
済
２
）
ら
の
加
入
を
得
て
参

加
し
た
も
の
。

　

七
月
二
十
五
日
、二
十
六
日
の

両
日
、秋
田
県「
大
潟
村
ソ
ー
ラ
ー

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
ン
」で
開
催
さ
れ

た
ワ
ー
ル
ド
・
ソ
ー
ラ
ー
バ
イ
シ

ク
ル
レ
ー
ス（
Ｗ
・
Ｓ
・
Ｂ
・
Ｒ
）に
、

今
年
も
工
学
部
の
エ
コ
の
パ
ワ
ー

研
究
会
と
有
志
、Ｏ
Ｂ
ら
に
よ
る

混
成
チ
ー
ム
が
参
加
。惜
し
く
も

総
合
優
勝
を
逃
し
た
も
の
の
、二

時
間
十
分
五
十
二
秒
の
タ
イ
ム
で

東
北
学
院
大
学
公
開
講
座

　

八
月
三
十
日
付
で
工
学
部
の
中

鉢
憲
賢
教
授
（
前
工
学
部
長
）
に

応
用
物
理
学
会
か
ら
功
労
会
員
証

が
送
ら
れ
た
。
応
用
物
理
学
の
発

展
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著

で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も

の
。

文部科学省オープンリサーチセンター
整備事業の採択にあたって

構想『アジア流域文化論』

文学部教授　谷口　　満

キ
リ
ス
ト
教
文
化
講
座

１０

１５


